
42 � 愛媛大学看護研究雑誌 ７巻 ２０２6年

愛媛大学看護研究雑誌　Journal of Ehime University Nursing Research，Vol．7，pp．42-51，2026

資　　料

在宅高齢者を対象とした下肢肥厚爪への 
看護・介護的ケアとその効果：文献レビュー

Nursing and Care Interventions for Thickened Toenails in Community-
Dwelling Older Adults: A Literature Review

山内千由紀1，川本　美香1，毛利　圭成1，谷口　由里1，藤村　一美2

Chiyuki Yamauchi，Mika Kawamoto，Yoshinari Mouri,
　　　　　Yuri Taniguchi，Kazumi Fujimura

キーワード：肥厚爪，爪ケア，高齢者，看護介入，文献レビュー

Keywords: onychauxis, nail care, older adults, nursing intervention, literature review

抄　録
　本研究の目的は，在宅高齢者を対象とした下肢肥厚爪へのケアの介入の内容・効果・評価

指標を文献的に整理し，看護職が在宅高齢者に対して実施できる看護支援の方向性を明らか

にすることである。PubMed，医学中央雑誌Web版，およびハンドサーチ(Google Scholar使
用)  により，2025年10月までに発表された肥厚爪に関する 7 文献を対象に，介入内容，効果，

評価指標の 3 項目を抽出し，統合的に検討した。介入内容は，物理的ケア，化学的ケア，教

育的ケア，複合的ケアの 4 つのカテゴリーに分類され，効果として，爪の外観改善，疼痛軽

減，下肢機能向上，歩行能力改善，セルフケア行動促進が報告されていた。いずれの介入で

も重大な有害事象は報告されていなかった。一方で，研究デザインや評価指標の統一化，長

期的効果の検証は十分でなかった。在宅における肥厚爪ケアは，在宅高齢者の生活の質を維

持・向上させる有用な支援となる可能性があり，今後は標準化された評価方法の確立と，在

宅での応用が可能な介入の長期的効果検証が求められる。
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Ⅰ．緒　　言

　高齢者では足部のトラブルが多く（西田，
2009），特に在宅後期高齢者では，足部の形の異
常は44.2％，皮膚の異常は89.5％，爪部の異常は
74.7％に認められ，いずれも高い割合を示したと
報告されている（姫野ら，2004）。特に肥厚爪

（onychauxis）は，爪甲の異常な肥厚を特徴とし，
老化や慢性的刺激，爪白癬（onychomycosis）の
続発症として生じることが多い（Chang, Meaux, 
2015 ; Helfand, 1989 ; James et al., 2021）。 実 際，
高齢者の肥厚爪の相当数が爪白癬に起因するとさ
れており（Araiza-Santibáñez et al., 2016），爪白
癬の長期化により爪甲が肥厚・変形し，最終的に
肥厚爪の形態を呈することが知られている

（Gupta et al., 2020）。このような病態の連続性か
ら，肥厚爪のケアを検討する際には，その原因と
なりうる爪白癬も含めた包括的な視点が必要とさ
れる。
　肥厚爪は爪が厚く硬くなることで自力でのケア
が困難になり，放置すると爪が靴に当たって痛み
や歩行障害を引き起こし，巻き爪・爪下潰瘍の原
因にもなることが報告されている（Pawlik et al.,  
2024） 。実際，厚い爪や過長爪，角質肥厚など足
の異常は高齢者の転倒リスクと関連し，足爪に問
題を抱える高齢者はそうでない人に比べて下肢筋力
や平衡感覚が低下（Imai et al., 2011 ; Yamashita 
et al., 2019）し，転倒率も高い（山下ら，2004） 
ことが指摘されている。高齢者の肥厚爪は疼痛や
歩行バランス障害を招き，活動量の低下や抑うつ
にも繋がる可能性がある（Albucker et al., 2024 ; 
James et al., 2021 ; Tanacan, Erdogan, 2024 ; 
Yamashita et al., 2019）。
　在宅高齢者の生活の質（Quality of Life ; 以下，
QOLとする）維持や転倒予防のために，爪ケア
を含む足部全体の管理・ケアの重要性が指摘され
ている（姫野ら，2014 ; Omote et al., 2017）が，
高齢者自身は視力低下や関節可動域制限のため足
元の手入れが難しく，国内外を問わず看護師は爪
を傷つけてしまうのではないかとの不安や技術不
足から足爪のケアに消極的（Love, 1995 ; 鈴木ら, 

2022）であると報告されている。実際，訪問看護
師の調査では90%以上が足・爪ケアの観察・判
断・ケア方法選択に困難を感じており，先行調査
によると自信を持って実施できている者はわずか
6.2%という結果であった（内田ら，2013）。
　こうした現状から，在宅高齢者に対して看護師
のケア介入が可能な肥厚爪に注目し，特に治療的
介入（手術や抗真菌薬の処方など）ではなく，看
護師が自宅で実施できる看護介入によって症状緩
和や生活機能の維持向上に寄与する可能性を検討
したいと考えた。

Ⅱ．研究目的

　本研究の目的は，在宅高齢者における下肢の肥
厚爪へのケア介入の内容・効果・評価指標を文献
的に整理し，看護職が在宅高齢者に対して実施で
きる看護支援の方向性を明らかにすることであ
る。

Ⅲ．方　　法

1．文献検索の方法
　本研究では，国際的な医学文献を網羅的に検索
できるPubMedと，日本国内の看護・医療文献を
包括的に収録する医学中央雑誌Web版（以下，
医中誌Webとする）の 2 つを主要データベース
として選定した。
　PubMedでは，MeSH termsとフリーワードを
組み合わせた検索を実施した。対象者として高齢
者（aged，elderly，older，geriatric），介入対象
として肥厚爪および爪白癬（onychomycosis，
thickened nail, onychauxis, fungal nail），介入内
容 と し て 看 護・ 足 部 ケ ア（nursing care, foot 
care, nail care, trimming, filing）に関する用語を
用いた。
　医中誌Webでは，「高齢者」AND（「肥厚爪」
OR「爪の変形」OR「爪白癬」）AND（「フットケ
ア」OR「爪ケア」）AND（「評価」OR「効果」）と
いう検索式を用いた。
　検索語に爪白癬関連用語を含めた理由は，肥厚
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爪の多くが爪白癬に起因し，臨床的には両者が連
続した病態として捉えられるためである。また，
爪白癬に対する非薬物療法的ケアは肥厚爪ケアと
共通する部分が多く，看護・介護的介入の観点か
らも関連性が高いと判断した。
　検索対象期間は，両データベースの収載開始か
ら2025年10月までとし，すべての検索は2025年10
月10日に実施した。さらに，特定された文献の参
考文献リストを確認し，関連性が認められた文献
についてはGoogle Scholarを用いたハンドサーチ
にて追加した。

2．文献の選定基準
　包含基準は以下をすべて満たす文献とした。
1下肢の爪ケアまたは足部ケアの具体的な介入内
容が記載されている原著論文またはガイドライ
ン，2英語または日本語で執筆され，査読付き学
術雑誌に掲載されていること，3高齢者（60歳以
上）を対象とした研究，または高齢者への応用可
能性が明確な研究であること，4看護職・介護
職・患者・家族が実施可能な介入（物理的ケア，
外用剤使用，教育的ケア）を含むこと，5在宅・
地域・施設等の非急性期医療環境で実施可能であ
ることとした。
　1について，査読プロセスを経た原著論文とエ
ビデンスに基づくガイドラインに限定したのは，
介入内容と効果を客観的に評価するためである。
臨床看護師向けの実践報告や解説記事は，介入の
効果を測定するための評価指標や測定方法が明示
されていないことが多く，本研究の目的である介
入内容・効果・評価指標を文献的に整理すること
に適合しないと判断し，包含基準1により除外し
た。
　また，4の実施可能とは，①医師の医学的判断
や処方を要する医療行為（内服薬処方，注射，外
科的処置）ではないこと，②看護職・介護職が保
健師助産師看護師法および関連法規の範囲内で実
施できる行為であること，③特殊な医療機器や設
備を必要とせず，在宅・施設環境で実施可能であ
ること，④患者本人または家族が実施できる，ま
たは指導により実施可能になる行為であること，

という基準を満たすものとした。これらの基準
は，本研究の目的である看護職が在宅高齢者に実
施できる看護支援の方向性を明らかにすることに
適合する文献を選定するために設定した。なお，
在宅高齢者へのケアは看護職のみならず介護職や
家族が協働して実施することが多く，看護職が中
心となって他職種や家族を支援・指導する役割を
担うことが重要であるため，介護職や患者・家族
が実施可能な介入内容を含む文献も包含した。
　除外基準は以下のいずれかに該当する文献とし
た。1会議録，総説，症例報告等の二次資料（ガ
イドラインは除く），2医師の処方を要する内服
薬・注射薬の治療効果や外科的処置を主目的とす
る研究，3外傷性潰瘍・急性感染症の急性期治療
や足部以外を主対象とする研究，4健康な若年成
人のみを対象とし高齢者への応用可能性が不明確
な研究とした。なお，本研究は，在宅高齢者に対
する実践的介入の内容と効果を整理することを目
的としたため，エビデンスに基づく実践指針（ガ
イドライン）は一次資料として含めた。一方で，
既存のレビュー論文や総説，および解説は二次的
整理を目的とするため，分析対象からは除外し
た。

3．分析方法
　選択した論文から，1研究デザイン・対象者・
介入期間，2介入内容（具体的介入方法，実施方
法，頻度，実施者），3評価指標，4主な効果，
についての情報を抽出し，整理した。研究デザイ
ン・対象者・介入期間を抽出した理由は，各研究
の特性と介入の実施可能性を把握するために必要
であると判断したためである。
　データ抽出は 2 名の研究者が独立して行い，不
一致がある場合は全著者で協議の上決定した。抽
出されたデータはマトリックス表を作成してまと
めた。なお，本研究は探索的レビューであるた
め，PRISMAやJBIなどの質評価スキームは用い
ていないが，各文献から抽出した研究デザイン，
対象者の特性，評価指標と測定方法，効果を抽出
する過程で，記載内容の明確性と妥当性を確認
し，データの正確性と一貫性を確保した。
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4．倫理的配慮
　本研究は公表された文献のレビューであり，倫
理審査委員会による承認は不要である。文献から
の引用に際しては，著作権法に基づき適切に出典
を明示し，引用の必然性と範囲の妥当性に配慮し
た。

Ⅳ．結　　果

1．文献選択のプロセスと分析対象文献の特徴
　データベース検索では，PubMed93件，医中誌
Web126件が特定された。これらの文献219件，お
よびハンドサーチにより特定された文献 8 件の合
計227件に対し，まず表題と抄録の内容を確認し，
明 ら か に 選 択 基 準 を 満 た さ な い 文 献207件

（PubMed87件，医中誌Web120件）を除外した。
次に，残った文献20件（PubMed 6 件，医中誌
Web 6 件，ハンドサーチ 8 件）について本文を
精読し，改めて選択基準に基づいて評価を行っ
た。このうち，具体的な爪ケアについての記述が
ない文献 5 件，新薬開発とその効果に関する文献
3 件，転倒防止に関する文献 2 件，レビュー論文
1 件を除外した。さらに，本文精読の結果， 1 件
は評価ツール開発研究であり具体的な介入内容が
記載されていなかったため，もう 1 件は実験室レ
ベルの製剤開発研究であり高齢者を対象とした臨
床研究ではなかったため除外し，最終的に分析対
象とする文献を 7 件とした最終的に 7 件の文献が

包含基準を満たした。研究デザインの内訳は，無
作為化比較試験（RCT）1 件，非ランダム化比較
試験 2 件，単群前後比較試験 3 件，国際ガイドラ
イン 1 件であった。対象者は，爪真菌症患者，糖
尿病患者，在宅高齢者，施設入居高齢者など多岐
にわたった（表 1 ）。

2．下肢肥厚爪ケアの介入内容・評価指標・効果
　抽出された介入内容を，実施方法の特性に基づ
いて分類した。その結果，①物理的ケア（器具を
用いた爪の削爪・切除など），②化学的ケア（外
用剤の使用），③教育的ケア（知識提供と実践指
導），④複合的ケア（複数の手技を組み合わせた
包括的介入）の 4 つのカテゴリーに分類された

（表 2 ）。以下，各カテゴリーの介入内容，実施
者，評価指標，効果を述べる。
1 物理的ケア
　Bus et al.（2016）の国際ガイドラインは，足
の観察，清潔保持，保湿，爪の直線切り，適切な
靴選択を基本としており，年 1 回のリスク評価と
日常的なセルフケアの組み合わせが推奨されてい
た。評価指標として足潰瘍発生率が用いられ，適
切なフットケアにより足潰瘍リスクが低減するこ
とが示された。
　今井（2018）は，足浴後にゾンデによる爪郭部
清掃，爪切り，やすりがけ，マイクログライン
ダーによる肥厚爪の削爪を 1 回実施し， 4 週後に
評価を行っていた。評価指標として疼痛（フェイ

表 2
挿入希望

表 1　文献概要
No 著者・年 タイトル 研究デザイン 対象者 介入期間・評価時期

1 野本，川本
（2007）

高齢者の足爪の機能改善と歩行
能力評価指標の関係 単群前後比較試験 特別養護老人ホーム入居者

10名（平均80.6歳） 毎月1回×11回（1年間）

2 梶井ら
（2009）

都市部在住高齢者における「フッ
トケア講座」受講によるセルフ
ケア実施の効果

非ランダム化比較試験 地域在住高齢者
17名（平均71歳） 3か月間（初回・3か月後評価）

3 姫野，小野
（2010）

在宅高齢者の介護予防に向けた
フットケアの効果の検討 単群前後比較試験 在宅高齢者

11名（平均83.3歳） 週1～2回×10回（約6週間）

4 Bus et al.
（2016）

IWGDF guidance on the prevention
of foot ulcers in at-risk patients
with diabetes

国際ガイドライン
（エビデンスレビュー）

糖尿病患者
（リスク別層別管理対象）

継続的／推奨頻度：
             1～3か月～年1回

5 Eertmans et al.
（2018）

Daily application of an aqueous,
acidifying, peelable nail polish 無作為化比較試験（RCT）爪真菌症患者（成人・高齢者）87名 24週間（0,12,24週評価）

6 今井
（2018）

足の皮膚・爪所見からみる下肢
機能 単群前後比較試験

爪異常（肥厚・陥入）を有する
成人・高齢者

55名（平均62.9歳）
1回介入＋4週後フォロー

7 Piraccini et al.
（2020）

Clinical and instrumental objective
evidence of nail-strengthening
solution

非ランダム化比較試験 爪脆弱症（brittle nails）患者
54名 6か月間（毎月評価）
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ススケール），片足立ち時間（OFS），ファンク
ショナルリーチ（FR），趾間力（TGF）を用い，
すべての指標で有意な改善が認められた。
2 化学的ケア
　Eertmans et al.（2018）は，患者または介護士
による酢酸ベースの水性ネイルポリッシュの毎日
塗布を24週間実施した。Piraccini et al.（2020）
は，患者または介護士によるヒアルロン酸とマス
ティック樹脂配合の水性ネイル強化剤の 1 日 1 回
塗布を 6 か月間実施した。いずれも在宅での塗布
が可能であった。両研究とも，爪の厚み，変色，
割れを評価指標として視覚的観察および写真評価
を実施し，改善を報告していた。
3 教育的介入
　梶井ら（2009）は，看護師による足浴・爪切
り・マッサージ・靴選びに関する講座と，参加者
本人による自宅でのセルフケア実践を組み合わせ
た 3 か月間のプログラムを実施した。評価指標と
して，爪の形態（萎縮・肥厚），セルフケア実施
頻度（足浴・爪切り・マッサージの週あたり回
数），フットケアの理解度・実施可能性，足部の
皮膚状態（胼胝・鶏眼）を用いた。 3 か月間の介
入により，セルフケア実施頻度が週1.8回から5.5
回へと有意に増加し（p<0.0001），フットケアの
理解度83.3%，実施可能率90%以上が示された。
また，爪萎縮・肥厚が有意に改善し（p=0.046），
介入群において胼胝・鶏眼の増加が抑制された。

4 複合的ケア
　姫野，小野（2010）は，看護師による足浴，角
質除去，マッサージ，足部運動を組み合わせた週
1 〜 2 回，計10回（約 6 週間）の介入を実施し
た。評価指標として，感覚機能（モノフィラメン
トによる触圧覚閾値 6 部位），循環機能（サーモ
トレーサによる皮膚温，レーザー血流計による血
流量），筋力・バランス機能（ファンクショナル
リーチテスト：FRT，足趾間把持力），歩行機能

（10m最大速歩行，Timed Up & Go：TUG）を用
いた。触圧覚閾値は 6 部位すべてで有意に改善し

（p<0.05），皮膚温上昇（p<0.05）と血流量増加
傾向が確認された。FRT（p<0.01），10m最大速
歩行（p<0.01），TUG（p<0.01）が有意に改善
し， 左 足 趾 間 把 持 力 も 有 意 に 増 加 し た

（p<0.05）。
　野本，川澄（2007）は，施設において民間資格
である認定フットケアワーカー（看護師）による
皮膚・爪観察，洗浄，角質除去，爪切り，肥厚部
削除，マッサージを月 1 回，計11回（ 1 年間）継
続した。評価指標として，歩行バランス値（立脚
相／遊脚相比），足関節可動域，膝上昇値，大転
子変動量を用い，2次元動作解析を実施した。歩行
バランス値が有意に17％改善（r=-0.76，p=0.004）
し，足関節可動域18％増加，膝上昇値30％増加，
歩行中の大転子変動量は，フットケア前0.14から
11回目0.08へ低下し，約58%の減少が認められ

介介入入カカテテゴゴリリーー 文文献献NNoo.. 具具体体的的介介入入方方法法 介介入入頻頻度度，，期期間間 実実施施者者 評評価価指指標標

4 足の観察，清潔保持，保湿，
爪の直線切り，靴選択

年 1回のリスク評価＋日常セルフ
ケア 看護師／患者 足潰瘍リスク低減

（ガイドライン推奨）

5 足浴後に爪郭部清掃，爪切り，
やすり，マイクログラインダー削爪 1回＋4週後評価 看護師

疼痛（フェイススケール），
片足立ち（OFS），ファンク
ショナルリーチ（FR），
趾間力（TGF）

疼痛軽減，下肢機能有
意改善（全指標p<0.05）

6 酢酸ベースの水性ネイルポリッシュ 爪全体に塗布→24時間後剥離→
再塗布を毎日6ヶ月継続 患者／介護士 爪厚，変色，割れ 改善

7 ヒアルロン酸＋マスティック樹脂
配合の水性ネイル溶液 爪全体に塗布　1日 1回 6ヶ月 患者／介護士 爪厚，色調，質感 改善

教育的ケア 2
「高齢者のためのフットケア講座」：
足浴，爪切り，マッサージ，靴選
びの指導＋自宅セルフケア

1回講座＋自宅セルフケア（足浴，
マッサージ毎日，爪切り2週ごと）

3ヶ月

爪形態（萎縮，肥厚），セルフ
ケア実施頻度，理解度，実
施可能性，胼胝，鶏眼

爪萎縮，肥厚改善，実施頻
度5.5倍増加（p<0.0001），
理解度83.3%，実施可能率
90%以上

1 皮膚，爪観察，洗浄，角質除去，
爪切り，肥厚部削除，マッサージ を有する成人・高齢者

歩行バランス値，足関節可
動域，膝上昇値，大転子
変動量

歩行バランス17％改善
（p=0.004），ROM18％増加，
膝上昇値30％増加，
大転子変動量43％減少

3 足浴，角質除去，マッサージ，
足部運動 週 1～2回×10回（約 6週間） 看護師

触圧覚閾値（6部位），皮膚
温，血流量，FRT，10m歩
行，TUG，足趾間把持力

全項目で有意改善
（p<0.05～p<0.01）

化学的ケア

複合的ケア
（看護介入）

物理的ケア

看護師／高齢者本人

月 1回×11回（ 1年間）

足潰瘍発生率 

主主なな効効果果

55名（平均62.9歳）

爪異常（肥厚・陥入）

表 2　肥厚爪ケアの主要な介入内容
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た。
5 安全性
　すべての介入研究において，重大な有害事象の
報告はなかった。

Ⅴ．考　　察

1．分析対象文献の特徴とエビデンスの現状
　本研究は，在宅・非急性期環境で実施可能な下
肢肥厚爪への看護・介護的ケアについて，介入内
容・効果・評価指標を文献的に整理し，看護職が
在宅高齢者に対して実施できる看護支援の方向性
を検討した。抽出された介入は，物理的ケア，化
学的ケア，教育的ケア，複合的ケアの 4 カテゴ
リーに整理され，爪の外観改善に加えて，疼痛軽
減，下肢機能・歩行関連指標の改善，セルフケア
行動の促進が報告されていた。
　一方，介入研究の多くは非ランダム化比較試験
あるいは単群前後比較試験であり，評価指標や介
入構成要素（頻度，実施者，併用介入）のばらつ
きも大きかった。したがって，本研究の知見は，
在宅で実施しうる介入の候補と評価の焦点を整理
し提示した点に意義がある。

2．下肢肥厚爪ケアの効果
　本研究で整理された文献では，肥厚爪ケアが単
なる整容的ケアにとどまらず，下肢筋力やバラン
ス機能，疼痛，歩行能力といった身体機能の改善
に寄与していた。これは，足爪の問題による疼痛
や荷重バランスの偏りが歩行安定性を損ない，活
動量の低下をもたらすことを示した先行研究

（Imai et al., 2011 ; Yamashita et al., 2019）と整合
していた。今井（2018）の研究では，爪ケア後に
片足立ち保持時間や趾間力の有意な改善が認めら
れたが，この結果は，肥厚爪への定期的ケアが足
部感覚入力の正常化と荷重分散の改善を通じて下
肢全体の機能回復に寄与する可能性を示してい
た。
　複合的ケアとして，姫野，小野（2010）の報告
した循環・感覚機能の改善は，末梢血流改善を介
して皮膚温の上昇や知覚閾値の低下をもたらすこ

とを示しており，肥厚爪ケアが足部生理機能を支
える役割を果たすことを裏付けている。特に，高
齢者では末梢循環の低下が足部トラブルを悪化さ
せることが知られており（James et al., 2021），
定期的なフットケアによる循環改善は足部の健康
維持に重要となると考える。野本，川澄（2007）
が報告した歩行バランスの改善は，転倒予防の観
点からも重要な知見である。先行研究では，足爪
に問題を抱える高齢者は転倒率が高いことが指摘
されており（山下ら，2004），肥厚爪ケアが転倒
リスク低減に寄与する可能性が示唆される。ただ
し，複合的ケアでは足浴・マッサージ・運動等の
要素が併用されるため，爪への処置単独の効果と
して捉えるには限界がある。今後は，介入構成要
素と評価指標を明確化した検証が求められる。
　これらの知見から，肥厚爪ケアは局所的処置で
はなく，身体活動の基盤を整える支援として位置
づけ直す視点が重要である。

3．セルフケア支援としての意義
　教育的ケアに関する研究（梶井ら，2009）は，
講座と実践を組み合わせたプログラムにより，
フットケアの実施頻度が有意に増加したことを示
していた。これは，単なる知識提供ではなく，実
際に行動化を促す体験型教育が行動変容に有効で
あることを示唆している。オレムのセルフケア理
論（オレム，2005）の観点からみると，このよう
な教育的支援は，高齢者自身が自己管理能力を維
持・回復するための看護援助として位置づけられ
る。在宅ケアでは，看護師の訪問頻度や介護職の
支援に限界があるため，日常的な爪ケアを本人や
家族が安全に実施できることが重要である。
　したがって，看護師は爪ケアを整容の援助では
なく，セルフケア能力の強化支援として捉え，安
全な手技指導や観察ポイントを明確にした教育的
ケアを組み込む必要がある。

4．在宅における看護支援の方向性
　在宅現場では，足の爪ケアは医療的優先度が低
く見なされがちである（Fujii et al., 2020）。しか
し，先行研究同様に，本研究の結果においても，

愛媛大学看護研究雑誌 ７巻 ２０２6年



48

肥厚爪が疼痛や歩行障害を介して転倒や活動制限
につながる可能性を示しており，足爪の観察・ケ
アを転倒予防の一環として位置づける重要性を示
唆している。特に，訪問看護師は利用者の動作時
の痛み，歩行状態，履物の適合性，足趾の感覚に
加え，爪の色調・形態，肥厚の程度や周囲皮膚の
状態を系統的に観察し，異常の早期発見に努める
必要がある。加えて，介護職との連携により，日
常的な保清・保湿・爪ケアを安全に継続できる仕
組みづくりが求められる。
　また，化学的製剤や保湿剤を活用した簡便な在
宅ケアの導入は，専門的処置が困難な環境でもケ
アの継続性を高める手段となりうる。Eertmans 
et al. （2018）や Piraccini et al. （2020）が報告す
る水性ネイル製剤は，在宅での継続使用を前提に
患者・介護者が実施しており，看護職は適応判
断，使用方法，観察ポイント（疼痛，皮膚障害，
状態変化）を共有することで，継続支援に寄与で
きると考えられる。
　さらに，在宅で肥厚爪ケアを実装するには，看
護職自身の足・爪ケアに関する知識と技術の担保
が不可欠となると考える。フィンランドの在宅看
護師を対象とした研究（Stolt et al., 2015）では，
皮膚・爪ケアの基礎知識は相対的に高い一方，構
造変形や疾患特異的足問題の知識が不足してお
り，臨床的に重要な知識が不足していることが指
摘されている。さらに，看護師の足爪ケアに対す
る困難感や教育体制の課題が報告されている

（Love, 1995 ; 内田ら，2013 ; 鈴木ら，2022）こと
を踏まえ，安全な手技だけでなく，リスク評価，
感染予防，連携・相談基準，セルフケア支援を含
む研修の体系化が求められる。
　以上を踏まえ，在宅高齢者の肥厚爪ケアにおけ
る看護支援の方向性として，①包括的アセスメン
トに基づくケア計画の立案，②物理的ケアと日常
ケア（保清・保湿・外用等）の役割分担による継
続支援，③セルフケア支援（手技指導と異常時の
相談・受診基準の共有），④多職種連携の調整

（介護職・家族への教育と専門職への橋渡し），⑤
教育体制の整備による実践能力の担保，の 5 点を
柱として考えていく必要がある。

5．本研究の限界と今後の課題
　本研究にはいくつかの限界がある。
　第一に，包含された文献数が 7 件と限られてお
り，系統的レビューではなく探索的な文献検討で
あるため，エビデンスの網羅性には限界がある。
さらに，本研究で抽出された文献の多くは，小規
模な準実験的研究であり，無作為化比較試験は 1
件にとどまっていた。そのため，介入の因果関係
や長期的効果を一般化するには限界がある。
　第二に，本研究では査読付き原著論文とガイド
ラインに限定したため，臨床現場で蓄積されてい
る実践報告や解説記事は除外したが，これらには
臨床現場での有用な知見が含まれている可能性が
ある。そのため，本研究では，実践的な視点から
の検討が不足している可能性がある。
　第三に，本研究では介入効果の評価指標として
多様な指標が用いられていたが，爪の状態そのも
のを客観的に評価する標準化された方法は確立さ
れていなかった。また，評価方法の開発に関する
研究は除外したため，在宅ケアの質向上に必要な
客観的評価方法についての検討が不十分である。
　今後の課題として，転倒率やQOL，医療費削
減といった長期効果を含む介入研究が求められ
る。また，ケア効果を評価するための標準化され
た指標（爪厚，色調，質感，疼痛，歩行安定性な
ど）の確立も必要である。教育面では，訪問看護
師・介護職を対象としたフットケア研修の体系化
が課題であり，安全な爪ケア技術だけでなく，感
染予防，観察，セルフケア支援までを包括的に学
べるプログラムの整備が期待される。

Ⅵ .  結　　論

　本文献的検討により，在宅高齢者を対象とした
下肢肥厚爪へのケアには，物理的・化学的・教育
的・複合的ケアといった多様なアプローチが存在
することが明らかとなった。その効果として，爪
の外観改善のみならず，疼痛軽減，下肢機能向
上，歩行能力改善，セルフケア行動促進といった
広範な有用性が示された。特に，在宅での継続的
使用が可能な化学的製剤の開発は，医療従事者に
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